
 1,此測定に於て油酸、エラィヂン酸及リノール酸に遊離 ロダ ンは1モ ル添加す。

 2.リ ノレニン酸に封する遊離 ロダ ンの添加量は1モ ルε2モ ルεの睡に在 り此事實

は六臭化 スデアリン酸の脱臭素に際 しロダン溶液に勤する作用を異にする異性艦の生

成を想像せ しむ

        エ ルシン酸分離 の一新方法

                       木 村 和 三 郎

           (Seif. Ztg.,1929,56,182)

 渠種油よりエルシン酸を分離するにMフ エル氏等(K.T5ufel u. C. Bauschinger,

Z。ang. Chem。,1928,4S,157)は 鉛臨 アルコP一ル法分別沈澱により圏鐙飽和脂肪酸

を除去せる楽種油混合不飽和脂肪酸 アルコール溶液を中和稀繹 しエルシン酸をマグネ

シユウム聴εして沈澱せ しめナこり

 著者は鉛盤酒精法により固膿飽和脂肪酸を除去せる不飽和脂肪酸 アルコール溶液を

5%苛 性加里にて部分的に中和 しエルシン酸を酸性加里鞭(C22H4202+C22H4正02K)

εして分離せり此方法による時はマグネシウム盤稀薄 アルコール法に比 し操作は簡軍

にて多量のアルコールを要せす且此を稀薄する不便を省略 し得此方法による時は最初

より從來の方法によるよりも純度高きエルシン酸を得

      砒 素 の 有 機 化 合 物 に 就 い て(第 一軸

      グ リニ ヤ ー ル 試 藥 ご三 魎 化 砒 素 の 反 慮

                       松  宮    馨

     [Mem。 Coll. Scl. Imp. Univ. Kyoto,192〔1, IV.2171

 グリニヤール試藥に封する金属及び メタロイドの ハロゲン化合物の作 用により
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Pheiffer(Ber,37,31g,1125,4620,((1904))は 多 くの有機 金屡及び有 機 メタ
、ロ!ド

化合物 を合成せ り、著者 は彼 の方法 によりて フエ ニル及 び α一 ナ フチルマグネ シユー

ムプ ロマ イ ドに封 す る三鞭化砒素の作 用を 研究 し其 圭成物 ξ して.ト リ、フエニル ア

ル シン(C6H5)3 As及 ひ トリ、 ・r,ナ フチル アル シ ン.(CioH7)3 As, m.P.2480を 得

た り。而 も後者 にあ りては、ナ トリウム法 に於 て其牧量僅か に二〇%な るに比 し、七

〇%の 敗量を得 ナこり、第 一級及第二級 アル シン化合物は副産物ε して只小量 を得ナこる

に過 ぎざ りき然 れさ も著者 は この反磨 が[AsX3+RMgX;RAsX2+MgX2(1);RAs

X2+RMgX=・R2AsX+MgX2(2);R2AsX + RMgX ==F3As+MgX2(3)]の 如 く三段

に起 るものε考へ反鷹 を過剰の三盤化砒素の存在 に於 て行ひ 、これに依 りて、第 一級

及 び第 二級 アル シン化合物 を得ん ε試みナこり。此 目的 に封 しフエ ニル及び α,ナ フチ

ル マグネシユー ムプ ロマイ ドを三盤化砒 素のエー テル溶液上 に徐 々に滴 下せ しめ、其

結果、豫期せ る第 一級化合物は得ざ りしも,主 生物 ε して,ヂ 、フエニル、クロロアル

シン(C6Hs)2 AsC1及 び ヂ α,ナ フチル クロロアル シン、(CoH7)2 AsClを 得 ナこり、後

者はm.p.166-1670の 微 黄色の結晶に して敢量は 、理論藪 の六〇%な りき。

   ア ンチ モ ンの有 機 化 合物 に就 い て 礫一報)

    α,ナ フ チ ル.マ グ ネ シ ユ ー ム ブ ロ マ イ ド ご ア

    ン チ モ ン の 無 機 化 合 物 こ の 反 慮 ト リ.α,ナ フ

    チ ル ス チ ビ ン及 び 其 誘 導 騰

                       松  宮    馨

      [Mem. Coll. Sci. Univ. Kyoto,1925, VIII.11.]

 ヱ,ナ フチル マグネシユームブロマイドε種々の無機 アンチモン化合物εの反鷹に

於て、三盛化 アンチモンは ㏄,ナ フチル マグネシユームブロマイドε易 く反慮 して、

トリ、oc,ナ フチル、 スチビン(Clol'17)3 Sb m.p.216-2170を 生す、三盛化 アンチモン

及び アンチモンオキシクロライドは全 く反磨せす、無晶形の三硫化アンチモ ンは之に
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